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  細胞に発現している糖鎖の構造と機能を解析するためには
新たな手法を開発する必要がある。 
我々はこれまでに、脂質単分子膜を用いた生体膜モデルによる
糖脂質の集合構造と糖鎖認識の解析、糖鎖認識を阻害するペプ
チドの探索、糖鎖プライマー法による細胞の糖鎖生合成経路の
解析と糖鎖ライブラリーの作製等を行なってきた。 
工学的な観点から構築した手法を確立することで、生命現象の
解明に貢献することを目指している。	
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